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平成２８年度若桜町歳入歳出決算･基金運用状況 

審査意見 

 

１ 審査の対象 

（１） 歳入歳出決算 

ア 一般会計 

平成２８年度若桜町一般会計歳入歳出決算 

イ 特別会計 

① 平成２８年度若桜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

② 平成２８年度若桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

③ 平成２８年度若桜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

④ 平成２８年度若桜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

⑤ 平成２８年度若桜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

⑥ 平成２８年度若桜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

⑦ 平成２８年度若桜町赤松団地造成事業特別会計歳入歳出決算 

⑧ 平成２８年度若桜町財産区造林事業特別会計歳入歳出決算 

⑨ 平成２８年度若桜町索道事業特別会計歳入歳出決算 

⑩ 平成２８年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算 

 

（２） 上記決算に関する証書類、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財

産に関する調書 

 

（３） 基金運用状況 

① 若桜町土地開発基金 

 

２ 審査の方法 

決算審査にあたっては、町長から提出された歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関

する調書及び財産に関する調書について、主に 

（１） 計数は正確か 

（２） 予算の執行が地方自治法第２条第１４項及び同条第１５項の規定に則った効率的な

処理と合理的な運営がなされているか 

（３） 会計経理事務は、関係法規に準拠し、適正に処理されているか 

（４） 財産の取得、管理及び処分は、適正に行われているか 

（５） 地方自治法第２４１条第５項の規定に基づく基金の運用状況は適正か 

を視点として、関係証書類等により照合精査するとともに、関係当局の説明を聴取し、併せ

て例月出納検査・定期監査等の結果を勘案して慎重に審査した。 

なお、各会計の決算概要は別紙のとおりである。 

 

３ 審査の期間 

平成２９年８月２１日、２２日、２３日、２４日、２５日、２８日の６日間 
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４ 審査結果の報告 

各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実質収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等

関係諸帳簿・証書類を照合した結果、すべての重要な点において適正に表示されているものと

認めた。 

会計における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合しており、適正であると認め

た。 

また、基金に関する調書の計数並びに土地開発基金の運用についても、適正であると認めた。 

 

５ 指摘事項 

例月出納検査、定期監査等も踏まえ指摘事項はなし。 

 

６ 留意、検討を要する事項 

事務事業の執行にあたり留意、検討を要する事項は次のとおりである。 

 

（１） 財政運営の指標について 

財政関係指標等の数値は次のとおりである。 

経常収支比率は８４．０パーセントとなり、前年度の８１．３パーセントから２．７

ポイント増え、やや硬直化した。普通交付税及び臨時財政対策債が減少し、物件費及び

扶助費の増加が主な要因となっている。指針となる７５パーセントに向けた改善努力を

望む。 

 

財政関係指標等 
（地方債、基金残高の単位：千円） 

区  分 
数      値 

平成２６年度末 平成２７年度末 平成２８年度末 

経 常 収 支 比 率 83.2％ 81.3％ 84.0％ 

実質公債費比率 ( 単年度値 ) 6.0％ 5.7％ 6.8％ 

実質公債費比率 ( ３ 年 間 の 平均 値 ) 8.0％ 6.4％ 6.1％ 

地 方 債 残 高 4,995,550 4,930,925 4,933,970 

内 
 
 
 

訳 

一 般 会 計 3,170,423 3,169,108 3,187,847 

簡 易 水 道 事 業 会 計 266,484 307,640 355,293 

公 共 下 水 道 事 業 会 計 875,486 794,212 756,765 

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 673,130 614,433 566,400 

赤 松 団 地 造 成 事 業 会 計 10,027 7,032 6,665 

索 道 事 業 会 計  38,500 61,000 

基 金 残 高 2,188,661 2,267,287 2,253,855 
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（２） 資産台帳について 

 ① 平成２７年度より外部会計事務所に委託し、ようやく平成２７年度末における固定資産

台帳及び物品台帳がデータベース化され出来上がった。 

しかし、平成２８年度末（監査期間）の取得・廃棄等の修正が網羅されておらず、平成

２８年度末の台帳は完成されたものとは言えない状況である。速やかに整備されたい。 

 ② 公共用財産について 

その他の施設のうち、林道用地（未登記）を新たに取得した２５，０１２平米が追加し

てあるが、林道台帳は作成されておらず、かつ以前作成された台帳も鉛筆書きのものもあ

る。未登記の財産であるが公共用財産として、データベース化を行うなど、対外的、将来

的にも対応できるものに整備されたい。 

  ③ 若桜鉄道に関する財産について 

    車輛等が町有財産として固定資産台帳、物品台帳に計上されていないものがある。速や

かに網羅されたい。 

  ④ 公会計導入もせまり、各財産の管理も今まで以上に適時適切に管理することが求められ

ている。上記の事務に適合した財務会計規則の変更を同時に行われたい。 

 

（３） 各種税と使用料等について 

① 町税ほか各種保険料の現年度分の収納率はすべて９９パーセント以上で、滞納繰越分も

含めても９６．５０パーセントとなっており、対前年で１．６パーセント上昇し、県内ト

ップクラスを維持している。 

② 債権管理について 

（ア） 収入未済額については、回収努力、時効中断、不納欠損も含めて法に基づいた適正・

効率的な管理をされたい。 

（イ） 不納欠損については、町税及び各種保険料において、１，７２４千円実施されてい

る。また、公共下水道事業においては、負担金、使用料あわせて４，１９６千円実施

された。時効到来、執行停止等の法令・規則に基づいた手続きを経ているとは認めら

れるが、納税者の状況、時効の有無等、厳重に対応する等債権管理を適切に行い、収

入未済額の減少に努められたい。 

③ 町営住宅使用料についても、消滅時効期間は５年であるが、滞納率、額ともに高く、慎

重かつ厳正に対処され、適切な債権管理を行われたい。 

 

収入未済額明細                              （単位：千円） 

区 分 
平成２５年度

末 ① 

平成２６年度

末 ② 

平成２７年度

末 ③ 

平成２８年度

末 ④ 

増 減 額 

④ － ③ 

町 民 税 530 484 254 146 △108 

固 定 資 産 税 9,509 9,366 7,649 6,973 △676 

軽 自 動 車 税 80 45 53 70 17 

町 営 住 宅 等 使 用 料 16,843 16,731 16,100 15,982 △118 

土 地 建 物 貸 付 収 入 1,231 831 831 831 0 

雑  入 296 12 12 20,479 20,467 

一 般 会 計  合 計 28,489 27,469 24,899 44,481 19,582 
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国 民 健 康 保 険 税 14,838 13,403 8,307 6,290 △2,017 

介 護 保 険 料 262 162 141 238 97 

後期高 齢者 医療保険 料 △1 △32 0 △1 △1 

簡 易 水 道 使 用 料 5,287 4,823 4,537 4,586 49 

下 水 道 負 担 金 958 759 759 13 △746 

下 水 道 使 用 料 4,762 4,960 5,237 1,865 △3,372 

農業集落排水分担金 240 240 240 0 △240 

農業集落排水使用料 165 123 126 166 40 

索 道 事 業 納 付 金 0 0 13,030 0 △13,030 

住宅新 築資 金等貸付 金 97,497 96,678 90,953 89,138 △1,815 

特 別 会 計  合 計 124,008 121,116 123,330 102,295 △21,035 

総  計 152,497 148,585 148,229 146,776 △1,453 

 

（４） 氷ノ山関連事業を指定管理委託している（一財）若桜町観光開発事業団に対し、約１

千３百万円の債権放棄をされている。暖冬の影響のためにやむを得ず行ったものと思わ

れる。将来、連結決算対象となる当該事業団がさらに当町の観光の中心として、逆境に

耐えうる法人になるよう行政当局も指導・協力を願いたい。 

 

（５） 管理委託業務について 

     塵芥処理事業及び公共下水終末処理管理委託については、相当期間同一業者と随意契

約が継続されている。２～３年に１回は契約を見直しすることとし、入札制度を導入す

るなど競争原理を働かせ、管理技術の向上、町民への休日、時間帯等サービスの向上及

びコスト削減を目指して、適正・妥当な業者選定を行われたい。 

 

（６） 特産品開発支援事業補助金について 

   特産品を新たに生み出すことは簡単ではないが、制度を生かすことが重要である。補

助金の交付方法や交付基準などを見直し、補助金を有効・適正に運用されたい。 

 

（７） １、２月の大雪の除雪が原因で、あかまつ団地内の道路柵が約１０メートルなくなっ

ている。団地内の子どもたちが自転車等で遊んでいるので危険がある。道路管理者とし

て早急に修理されたい。 

 

（８） 国の重要伝統的建造物群保存地区の指定事業について、取組から数年が経過している

が、進展度合いが見られない。町民への未来像の提示や対象地区住民とのコンセンサス、

行政のやる気度の表明等、まだまだ課題が山積しているように思われる。目標期日を定

め、計画を町民に示し、計画実行の見える化を行い着実に進められたい。 

 

７ まとめ 

平成２８年度一般会計の決算額は、歳入３７億１０４万円、歳出３４億５，９７４万円、差

引残額２億４，１３０万円で、繰越財源を控除した実質収支は１億６，５３９万円の黒字決算
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となっている。 

  また、特別会計（１０会計）の実質収支額では、国民健康保健事業が２，７７８万円の黒字

決算、介護保険事業が２，５０８万円の黒字決算、後期高齢者医療が約７千円の黒字決算、索

道事業が４０１万円の黒字決算、その他の６事業は０円となっている。これは、赤松団地造成

事業、財産区造林事業、住宅新築資金等貸付事業を除く７会計が、一般会計から繰り入れを受

けた結果である。 

財政運営の実質公債費比率他の判断指標数値は、年々改善されつつあるが人口減少が更に進

むことが予測され、税収も減少傾向になる中で、水道施設の統合や公営住宅の建替え、道路維

持管理等インフラ整備が実施され、財政的には決して余裕があるとは言えない。 

更に公会計導入によって、財務４表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、

資金収支計算書）による、コスト計算等財務の捉え方が変わってくる。又、外郭団体との連結

決算の導入も視野に入れることや、他の市町村との比較が容易になることから、施策の方向を

検討する必要がある。 

限られた財源の中で、合理的かつ効果的な行政運営が行われるよう期待している。 
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平成２８年度 各会計決算概要 

１ 一般会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ３，７０１，０４１，４２０円で予算現額に対する割合は８９．１％ 

歳出総額  ３，４５９，７４３，７５４円で予算現額に対する割合は８３．３％ 

歳入歳出差引  ２４１，２９７，６６６円 

うち   ７５，９１０，２４２円（３１．５％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額   １６５，３８７，４２４円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入

済額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

4,154,249,076 

円 

3,745,635,002 

円 

3,701,041,420 

       円 

112,175 

円 

44,481,407 

 円 

△453,207,656 

％ 

98.8 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

         円 

4,154,249,076 

        円 

3,459,743,754 

円 

366,747,631 

          円 

327,757,691 

             円 

694,505,322 

％ 

83.3 

 

事業繰越（繰越明許費）の内訳                           （単位：円） 

款 項 事  業  名 金  額 翌年度繰越額 

２総務費 １総務管理費 若桜迎賓館修繕事業 934,000 934,000 

若桜鉄道対策事業 36,323,000 36,322,500 

３戸籍住民基

本台帳費 

個人番号カード交付事業 5,384,000 280,000 

３民生費 １社会福祉費 臨時福祉給付金事業 24,816,000 16,324,000 

介護予防施設耐震診断事業 3,621,000 3,500,000 

４衛生費 ３簡易水道費 簡易水道事業特別会計繰出金 28,086,000 100,000 

５農林水産業

費 

１農業費 農業用施設改修事業 17,868,000 17,868,000 

２林業費 美しい森づくり基盤整備事業交付金 29,116,000 13,615,529 

林道諸鹿屋堂羅線開設事業 61,504,680 15,880,082 

６商工費 １商工費 氷ノ山高原の宿氷太くん火災復旧事業 2,679,000 2,171,000 

７土木費 １土木管理費 若桜地区宅地造成事業 6,758,000 5,900,000 

急傾斜地崩壊対策事業 4,500,000 1,108,000 

 

別紙 
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２道路橋りょ

う費 

町道𣇃米桑ヶ仙線舗装改良事業 62,860,000 13,335,520 

 
３住宅費 町営住宅若葉団地建替事業 169,631,000 84,174,000 

４都市計画費 公共下水道事業特別会計繰出金 94,538,000 200,000 

８消防費 １消防費 防災行政無線デジタル化事業 225,075,000 153,795,000 

10災害復旧費 １農業用施設

災害復旧費 

農業用施設災害復旧事業 1,480,000 1,240,000 

合       計 775,173,680 366,747,631 

 

各会計の最近３ヵ年間の予算の執行状況は、下表のとおりである。 

一般会計 科目別歳入の状況                    （単位：額は千円、構成比は％） 

区  分 
平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

決算額 構成比 決算額 構成比 予算額 決算額 構成比 

町 税 240,416 7.0 238,295 6.5 241,579 242,339 6.6 

地 方 譲 与 税 21,523 0.6 23,448 0.6 18,338 18,550 0.5 

利 子 割 交 付 金 754 0.0 651 0.0 371 419 0.0 

配 当 割 交 付 金 1,849 0.0 1,349 0.0 1,127 832 0.0 

株式等譲渡所得割交付金 958 0.0 1,255 0.0 847 487 0.0 

地方消費税交付金 37,382 1.1 65,675 1.8 56,015 56,015 1.5 

自動車取得税交付金 3,370 0.1 4,020 0.1 3,474 3,912 0.1 

地 方 特 例 交 付 金 321 0.0 181 0.0 150 156 0.0 

地 方 交 付 税 1,889,340 54.8 1,970,832 53.4 1,947,380 1,947,380 52.6 

分担金及び負担金 9,723 0.3 10,934 0.3 18,582 13,895 0.4 

使用料及び手数料 35,718 1.0 37,809 1.0 38,473 37,903 1.0 

国 庫 支 出 金 193,322 5.6 327,803 8.9 457,889 333,991 9.0 

県 支 出 金 337,256 9.8 368,297 10.0 325,284 277,970 7.5 

財 産 収 入 16,478 0.5 21,582 0.6 21,289 21,722 0.6 

寄 付 金 30,252 0.9 21,827 0.6 22,388 21,758 0.6 

繰 入 金 76,283 2.2 23,715 0.7 56,410 53,530 1.5 

繰 越 金 170,581 5.0 240,691 6.5 286,986 286,986 7.8 

諸 収 入 60,589 1.8 51,834 1.4 89,158 74,387 2.0 

町   債 319,731 9.3 281,273 7.6 568,509 308,809 8.3 

合  計 3,445,847 100.0 3,691,471 100.0 4,154,249 3,701,041 100.0 
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一般会計 科目別歳出の状況                 （単位：額は千円、構成比は％） 

区    分 
平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

決算額 構成比 決算額 構成比 予算額 決算額 構成比 

議 会 費 60,189 1.9 64,394 1.9 60,850 60,136 1.7 

総 務 費 526,671 16.4 726,768 21.3 810,484 705,598 20.4 

民 生 費 736,065 23.0 786,054 23.1 831,759 746,029 21.6 

衛 生 費 174,881 5.5 157,438 4.6 182,917 164,720 4.7 

農 林 水 産 業 費 389,824 12.2 444,776 13.1 536,714 433,621 12.5 

商 工 費 190,240 5.9 197,608 5.8 218,764 185,517 5.4 

土 木 費 363,085 11.3 362,828 10.6 486,802 342,014 9.9 

消 防 費 97,822 3.1 94,498 2.8 313,804 158,390 4.6 

教 育 費 346,096 10.8 254,169 7.5 361,273 344,805 10.0 

災 害 復 旧 費 541 0.0 80 0.0 1,780 328 0.0 

公 債 費 319,743 10.0 315,871 9.3 319,625 318,586 9.2 

予 備 費 0 0.0 0 0.0 29,477 0 0.0 

合  計 3,205,156 100.0 3,404,485 100.0 4,154,249 3,459,744 100.0 
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２ 国民健康保険事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ５３８，０４８，３６８円で予算現額に対する割合は１０１．１％ 

    （うち一般会計繰入金 ３９，３２９，７３２円） 

歳出総額  ５１０，２６５，７２５円で予算現額に対する割合は９５．９％ 

歳入歳出差引 ２７，７８２，６４３円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額  ２７，７８２，６４３円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

532,134,000 

円 

545,901,703 

円 

538,048,368 

円 

1,563,420 

円 

6,289,915 

円 

5,914,368 

％ 

98.6 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

円 

532,134,000 

         円 

510,265,725 

円 

0 

           円 

21,868,275 

円 

21,868,275 

％ 

95.9 

 

 

 

３ 介護保険事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  ５５０，６８３，９５５円で予算現額に対する割合は９５．９％ 

（うち一般会計繰入金 ７０，３８７，３８８円、基金繰入金 ０円） 

歳出総額  ５２５，６０３，７９９円で予算現額に対する割合は９１．５％ 

歳入歳出差引 ２５，０８０，１５６円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額  ２５，０８０，１５６円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

574,401,000 

円 

550,970,534 

円 

550,683,955 

円 

48,400 

円 

238,179 

円 

△23,717,045 

％ 

99.9 
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歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

円 

574,401,000 

円 

525,603,799 

円 

0 

円 

48,797,201 

             円 

48,797,201 

％ 

91.5 

 

 

 

４ 後期高齢者医療特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ５４，４０１，０８７円で予算現額に対する割合は９７．４％ 

（うち一般会計繰入金 ２１，７４５，５８７円） 

歳出総額   ５４，３９４，３８７円で予算現額に対する割合は９７．４％ 

歳入歳出差引      ６，７００円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額       ６，７００円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

55,865,000 

円 

54,400,387 

円 

54,401,087 

円 

0 

円 

△700 

円 

△1,463,913 

％ 

100.0 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

           円 

55,865,000 

          円 

54,394,387 

           円 

0 

          円 

1,470,613 

            円 

1,470,613 

％ 

97.4 
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５ 簡易水道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  １７７，５２３，７６０円で予算現額に対する割合は９５．６％ 

（うち一般会計繰入金 ４３，２２１，０７１円、基金繰入金 ９９９，４３２円） 

歳出総額  １７７，５２３，７６０円で予算現額に対する割合は９５．６％ 

歳入歳出差引          ０円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額           ０円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

185,660,000 

        円 

182,109,713 

        円 

177,523,760 

       円 

0 

      円 

4,585,953 

           円 

△8,136,240 

％ 

97.5 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

           円 

185,660,000 

         円 

 177,523,760 

          円 

2,200,000 

          円 

5,936,240 

            円 

8,136,240 

％ 

95.6 

 

事業繰越（繰越明許費）の内訳 

款 項 事  業  名 予算額 翌年度繰越額 

２簡易水道

施設費 

３拡張改良

事業費 

若桜地区簡易水道配水管布設替事

業 

円 

88,755,000 

円 

2,200,000 

 

 

 

６ 公共下水道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額  １９６，７０８，２４１円で予算現額に対する割合は８１．４％ 

（うち一般会計繰入金 ８７，７５７，１８７円） 

歳出総額  １９６，７０８，２４１円で予算現額に対する割合は８１．４％ 

歳入歳出差引           ０円 

うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額           ０円 
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歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

241,795,000 

       円 

202,783,037 

       円 

196,708,241 

        円 

4,196,125 

        円 

1,878,671 

         円 

△45,086,759 

％ 

97.0 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

①－② 

執行率 

②／① 

         円 

241,795,000 

          円 

196,708,241 

          円 

36,476,000 

          円 

8,610,759 

             円 

45,086,759 

％ 

81.4 

 

事業繰越（繰越明許費）の内訳 

款 項 事  業  名 予算額 翌年度繰越額 

１公共下水

道費 

１公共下水

道費 

若桜浄化センター長寿命化事業 円 

56,100,000 

円 

36,476,000 

 

 

 

７ 農業集落排水事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ７２，９４３，２４７円で予算現額に対する割合は９５．９％ 

（うち一般会計繰入金 ６３，６３０，７２１円） 

歳出総額   ７２，９４３，２４７円で予算現額に対する割合は９５．９％ 

歳入歳出差引           ０円 

うち           ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額           ０円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

76,024,000 

       円 

73,349,382 

       円 

72,943,247 

     円 

240,000 

      円 

166,135 

          円 

△3,080,753 

％ 

99.4 
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歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

① －② 

執行率 

②／① 

           円 

76,024,000 

           円 

72,943,247 

          円 

0 

          円 

3,080,753 

            円 

3,080,753 

％ 

95.9 

 

 

 

８ 赤松団地造成事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ７，０５１，２００円で予算現額に対する割合は９９.９％ 

（うち一般会計繰入金     ０円） 

歳出総額   ７，０５１，２００円で予算現額に対する割合は９９.９％ 

歳入歳出差引          ０円 

うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額            ０円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

7,053,000 

       円 

7,051,200 

       円 

7,051,200 

        円 

 0 

        円 

0 

            円 

△1,800 

％ 

100.0 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

① －② 

執行率 

②／① 

           円 

7,053,000 

         円 

7,051,200 

           円 

0 

          円 

1,800 

円 

1,800 

％ 

99.9 
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９ 財産区造林事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ５，８０６，５８０円で予算現額に対する割合は５３．１％ 

歳出総額   ５，８０６，５８０円で予算現額に対する割合は５３．１％ 

歳入歳出差引          ０円 

      うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額          ０円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

10,926,000 

円 

5,806,580 

円 

5,806,580 

円 

0 

円 

0 

円 

△5,119,420 

％ 

100.0 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

① －② 

執行率 

②／① 

円 

10,926,000 

          円 

5,806,580 

円 

4,719,320 

          円 

400,100 

             円 

5,119,420 

％ 

53.1 

 

事業繰越（繰越明許費）の内訳 

款 項 事  業  名 予算額 翌年度繰越額 

１農林水産

業費 

１林業費 公団造林事業 円 

10,860,000 

円 

4,719,320 

 

 

 

１０ 索道事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   ４１，７７９，２３７円で予算現額に対する割合は１０３．９％ 

（うち一般会計繰入金 ５，５１６，４０９円、基金繰入金 ２，４５２，５８２円） 

歳出総額   ３７，７６５，８０８円で予算現額に対する割合は ９３．９％ 

歳入歳出差引  ４，０１３，４２９円 

    うち          ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額   ４，０１３，４２９円 
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歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

40,226,000 

円 

41,779,237 

円 

41,779,237 

円 

0 

円 

0 

円 

1,553,237 

％ 

100.0 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

① －② 

執行率 

②／① 

          円 

40,226,000 

           円 

37,765,808 

円 

0 

          円 

2,460,192 

円 

2,460,192 

％ 

93.9 

 

 

 

１１ 住宅新築資金等貸付事業特別会計 

歳入歳出決算額は、 

歳入総額   １，９１５，２７３円で予算現額に対する割合は９９．９％ 

（うち基金繰入金 ０円） 

歳出総額   １，９１５，２７３円で予算現額に対する割合は９９．９％ 

歳入歳出差引         ０円 

うち         ０円（－％）が繰越明許費繰越額 

実質収支額          ０円 

 

歳 入 

予算現額 

① 

調定額 

② 

収入済額 

③ 

不納欠損額 

④ 

収入未済額 

②－③－④ 

予算現額と収入済

額との比較 

③－① 

収納率 

③／② 

円 

1,916,000 

円 

91,052,887 

円 

1,915,273 

円 

0 

円 

89,137,614 

円 

△727 

％ 

2.1 

 

歳 出 

予算現額 

① 

支出済額 

② 

翌年度繰越額 

③ 

不用額 

①－②－③ 

予算現額と支出済額と

の比較 

① －② 

執行率 

②／① 

          円 

1,916,000 

          円 

1,915,273 

円 

0 

          円 

727 

円 

727 

％ 

99.9 

 

 


